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屋久島世界遺産地域管理計画に基づく管理状況評価シート 2012～2020（素案） 

管理計画上の項目 

No.2-1 

（２）自然の適正な利用 

イ．利用の適正化 

実施主体 環境省、林野庁、鹿児島県、◎屋久島町、地域関係者（財団、レク

森、観光協会、ガイド等） 

＜主な取組＞ 

・屋久島町が主体となり、屋久島町エコツーリズム推進協議会において、ガイド制度を体系

的に整理し、屋久島公認ガイド制度を構築した。2015 年に制定した条例に基づき、2019

年から本運用した。 

・屋久島町が主体となり、既存の屋久島山岳部保全対策協議会と車両運行対策協議会を統

合し、2017 年に屋久島山岳部保全利用協議会が設置。町条例に基づき、同協議会が同年

から屋久島山岳部環境保全協力金の運用を開始（既存の山岳部保全募金を条例に基づく

制度化）。協力金をもとに、山岳部のトイレのし尿搬出を継続している。 

・屋久島町が主体となり、2010 年から現在の運用期間(3/1～11/30)となった荒川登山口の

マイカー規制を継続している。 

・屋久島町が主体となり、屋久島全域の適正利用やエコツーリズム推進方策等をとりまと

めた屋久島町エコツリーリズム推進全体構想を策定中である。 

・山岳部の適正利用については、No.2-2 参照。 

※詳細は「管理計画に基づく事業実績」（毎年度の科学委員会資料）参照 

＜評価＞ 

管理の状況  

３ 
 

４：高く有効 

３：有効 

２：やや懸念あり 

１：深刻な懸念あり 

約10年の傾向 

４ 
 

５：著しく改善 

４：改善 

３：安定／変化なし 

２：悪化 

１：著しく悪化 

N：情報不足／判断不可 

＜成果＞ 

・2015 年に屋久島町が、屋久島公認ガイド利用推進条例を制定した。 

・2015 年に屋久島町が、世界自然遺産屋久島山岳部環境保全協力金条例を制定した。 

・2021 年に山岳部適正利用ビジョンが策定される（予定）。 

＜課題・参考情報＞ 

・2011 年の町議会において、エコツーリズム推進全体構想と連動した特定自然観光資源（縄

文杉、永田浜ウミガメ、西部地域）の利用調整に関する条例案について否決された。 

・2019 年 5 月に発生した豪雨災害等も踏まえて、登山者等の安全管理体制の強化が必要で

ある。 

・外国人の入込者の受け入れ体制の整備が必要である。 

・空港拡張計画が進められており、空港拡張後には、入込者が急増することが想定され、対

応を検討しておくことが必要である。 
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図 2 - 1 - 1 屋久島公認ガイド認定制度【屋久島町】 

 

 

 

図 2 - 1 - 2 山岳部環境保全協力金チラシ 

 



 

 

資料２－２③ 

3 

 

 

図 2 - 1 - 3 マイカー規制チラシ（2018 時点） 
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屋久島世界遺産地域管理計画に基づく管理状況評価シート 2012～2020（素案） 

管理計画上の項目 

No.2-2 

（２）自然の適正な利用 

ウ．主要な登山道や地域毎の利用方針 

実施主体 ◎環境省、林野庁、鹿児島県、屋久島町、地域関係者（財団、レク

森、観光協会、ガイド等） 

＜主な取組＞ 

・環境省が、2016 年に山岳部利用のあり方検討会を設置し、山岳利用のビジョン、ROS を

活用した利用ルートごとの利用体験ランク、施設の整備・維持管理水準、情報提供方策等

を盛り込んだ「屋久島山岳部適正利用ビジョン」を策定中。 

・屋久島全域の適正利用やエコツーリズム推進方策については、No.2-1 参照。 

※詳細は「管理計画に基づく事業実績」（毎年度の科学委員会資料）参照 

＜評価＞ 

管理の状況  

３ 
 

４：高く有効 

３：有効 

２：やや懸念あり 

１：深刻な懸念あり 

 

約10年の傾向 

４ 
 

５：著しく改善 

４：改善 

３：安定／変化なし 

２：悪化 

１：著しく悪化 

N：情報不足／判断不可 

＜成果＞ 

・2021 年に山岳部適正利用ビジョンが策定される（予定）。 

＜課題・参考情報＞ 

・登山道の利用と密接な関係にある「山岳部のし尿処理と山岳トイレ」、「トロッコ軌道の維

持」、「管理者不在の歩道等の取扱い」、「避難小屋」、「施設の維持管理等における現場の担

い手」等について、具体的な対応方針や対策が未決定・未着手のものもあり、引き続き関

係者による協議と実行が必要である。 
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図 2 - 2 - 1 屋久島登山道の利用体験ランク【2020 山岳部検討会②】 
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屋久島山岳部の自然に

ふれあう探勝ルート

屋久島山岳部の自然を

楽しむトレッキング

ルート

屋久島山岳部の自然を

体感できる登山道

屋久島山岳部の

原生的な自然を

体感できる登山道

屋久島山岳部の原生的

かつ荘厳な自然を

深く体感できる登山道

利　用　体　験　ラ　ン　ク

想定される

利用体験の

質

・バスやレンタカー等で容

易にアクセスでき、行程は

半日未満の一般観光客向け

ルート。

・木道や階段が整備され、

川には橋があるなど、安全

性・快適性に配慮された探

勝ルートで、屋久島の自然

とふれあえる。

・バスやレンタカー等で容

易にアクセスでき、行程は

日帰り（半日～一日）の登

山入門者向けルート。

・木道や階段が適所に設置

され、川には橋があるな

ど、快適性が優先されたト

レッキングルートで、屋久

島の自然を楽しめる。

・舗装路または未舗装路で

の車両を用いたアクセスが

基本となり、行程は日帰り

（一日）の登山経験者向け

ルート。

・快適性よりも自然の雰囲

気の保持が優先された登山

道で、屋久島の自然を体感

できる。

・危険個所に小規模の木道

や階段が設置されるが、渡

渉が必要な場合があり、悪

天候時には行程変更の判断

が求められるなど、登山者

自らの一定のリスク管理と

行動判断が要求される。

・未舗装路や悪路での車両

を用いたアクセスが基本と

なり、行程は日帰り（一

日）または一泊の登山経験

者向けルート。

・自然の雰囲気の保持が最

優先された、人との出会い

が稀な登山道で、屋久島の

原生的な自然を体感でき

る。

・木道や階段の整備を行わ

ないことを基本とする。ま

た、渡渉が必要な場合があ

り、ルートの誘導は必要最

低限で、悪天候時には行程

変更の判断が求められるな

ど、登山者自らのリスク管

理と高度な行動判断が要求

される。

・徒歩でのアクセスが基本

となり、行程は一泊以上の

経験豊富な登山者向けルー

ト。

・自然の雰囲気の保持が最

優先された、ほぼ人と出会

わない登山道で、屋久島の

原生的かつ荘厳な自然を深

く体感できる。

・木道や階段の整備を行わ

ないことを基本とする。ま

た、渡渉が必要な場合があ

り、ルートの誘導は必要最

低限で、悪天候時には行程

変更の判断が求められるな

ど、登山者自らのリスク管

理と極めて高度な行動判断

が要求される。
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屋久島世界遺産地域管理計画に基づく管理状況評価シート 2012～2020（素案） 

管理計画上の項目 

No.2-3 

（２）自然の適正な利用 

エ．生態系と自然景観の保全に配慮した施設整備・管理 

実施主体 環境省、林野庁、鹿児島県、屋久島町、地域関係者（レク森、観光

協会、ガイド等） 

＜主な取組＞ 

・関係行政機関が、各種整備・維持管理を実施している。 

・No.2-2 参照。 

※詳細は「管理計画に基づく事業実績」（毎年度の科学委員会資料）参照 

＜評価＞ 

管理の状況  

３ 
 

４：高く有効 

３：有効 

２：やや懸念あり 

１：深刻な懸念あり 

 

約10年の傾向 

３ 
 

５：著しく改善 

４：改善 

３：安定／変化なし 

２：悪化 

１：著しく悪化 

N：情報不足／判断不可 

＜成果＞ 

・別添参照 

＜課題・参考情報＞ 

・登山道の利用と密接な関係にある「山岳部のし尿処理と山岳トイレ」、「トロッコ軌道の維

持」、「管理者不在の歩道等の取扱い」、「避難小屋」、「施設の維持管理等における現場の担

い手」等について、具体的な対応方針や対策が未決定・未着手のものもあり、引き続き関

係者による協議と実行が必要である。 

 

図 2 - 3 - 1 登山道区間ごとの施設整備・維持管理水準【2020 山岳部検討会①】 
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表 2 - 3 - 1 過去 10 年の主な整備の写真一覧 

 

新高塚小屋トイレ(2011) 

 

淀川橋(2012) 

 

黒味岳登山道(2013) 

 

高塚小屋(2013) 

 

縄文杉デッキ①(2016) 

 

縄文杉デッキ②(2016) 

 

淀川登山口休憩所(2019) 

 

永田岳山頂周辺登山道(2019) 
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屋久島世界遺産地域管理計画に基づく管理状況評価シート 2012～2020（素案） 

管理計画上の項目 

No.2-4 

（２）自然の適正な利用 

オ．エコツーリズムの推進 

実施主体 環境省、林野庁、鹿児島県、◎屋久島町、地域関係者（◎財団、レ

ク森、観光協会、ガイド等） 

＜主な取組＞ 

・山岳部を中心とした島全体については、No.2-1 参照。 

・屋久島環境文化財団と屋久島町が主体となり、2015 年に屋久島里めぐり推進協議会を設

置し、里地の地域資源を活用したツアー等を実施している。 

※詳細は「管理計画に基づく事業実績」（毎年度の科学委員会資料）参照 

＜評価＞ 

管理の状況  

３ 
 

４：高く有効 

３：有効 

２：やや懸念あり 

１：深刻な懸念あり 

 

約10年の傾向 

３ 
 

５：著しく改善 

４：改善 

３：安定／変化なし 

２：悪化 

１：著しく悪化 

N：情報不足／判断不可 

＜成果＞ 

・No.2-1 参照。 

＜課題・参考情報＞ 

・里めぐり、語り部等、集落文化を知る観光の展開には、人材確保が課題である。 

 

 

図 2 - 4 - 1 屋久島里めぐり図【屋久島里めぐり推進協議会】 
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図 2 - 4 - 2 里めぐりの魅力【屋久島里めぐり推進協議会】 


